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÷ジ¿ル破壊~脅威

アマ¾ン·¸フ·クøと�

÷¸タû企業�従来~<⽣産効率~改善=や<コ¹ø削減=w�zく1業界

~構造そ~も~1すzわち<ûーû=を書き換え»²プýーチを採ºます2

⽔産業界{おいvも1こ~脅威�現実~も~xzºつつあºます2ノû¶·ー

~FishPool�価格~ボùö³úö³を⾦融商品化し1⽣産者~利益構造を抽
象的zü´ヤーw⽀配す»ûーûチ·ン¸を実⾏しました2



ニッスイの現状と強み

グローバû調達

南⽶チúwのサーモン養殖、国内wのブú·マ

グロの選抜育種zy、グローバûz垂直統合型

バúューチェーンを確⽴

技術的優位性

完全養殖技術、選抜育種{¸»差別化さ¼た養

殖技術を保有し、⾼品質z⽔産物を安定的{⽣

産

⼀貫体制

漁業·養殖か¹加⼯、販売まwを⼀貫しv担

い、幅広い顧客{対しv使い勝⼿の良い⻝材を

提供



現⾏ビ¸ネ¹モデルの限界

ûッ¹イ~⽔産事業�現状{おいv<アúロÀ時代~1アúロÀ²前提{したビ¸ý¹=wあ»x判断さ¼ます2

顧客価値共創~場~⽋如

垂直統合モ÷ル�組織内部~効率化{貢献し

ますが1<顧客x~価値共創=²⽬的xした

<場=~創出²伴っvいませ³2

モþ中⼼~価値提供

提供す»価値�主{⾼品質z⽔産物xいう

<モþ=wあº1<交換価値1知覚価値1使⽤

価値=~3種類{限定さ¼vいます2

÷ータ活⽤~限界

÷ータ利⽤�主{⾃社~⽣産·物流~<計画=

や<分析={集中し1ýッøワー¿効果²発

⽣させ»構造が存在しvいませ³2



アナログ時代のビ¸ネ¹モデル分析

事業者 株式会社ûッス´(⽔産事業部⾨)2調達1養殖1加⼯1販売を⼀貫して担う垂直統合型企業

マーケット グýーバûz⽔産物市場1養殖⿂市場1加⼯⻝品原料市場(所与のüッùºーシャン)

顧客 ⿂の卸売業者1加⼯⻝品メー»ー1⼩売業者1最終消費者

顧客問題 安定した品質と量の⽔産物調達1価格のボùテ³úテ³への対応1サステúブûz調達先の確保

顧客価値 安定供給1ûッス´ブùンù{よる信頼性1利⽤しやすい加⼯形態

成⻑可能性 漁獲·養殖量の増加1市場シェ²の拡⼤1⽣産·物流の効率化{よるúû²z成⻑



ûーûチェン¸なき未来の·ナúオ

コモ÷ィöィ化

選抜育種や効率化技術|競合{模倣さ¼1競争~焦点�価格{収束2製品�コモ÷ィ

öィ化し1マージン|継続的{圧縮さ¼まy2

÷ータ優位性~喪失

社内÷ータを外部{開放{z<分析={留ま»⼀⽅1÷ジタル破壊者�顧客~

<予測1選択肢1判断1⾏動=を⽀援し1市場~情報を⽀配しまy2

市場{¹~排除

AI¸ージ·ンø{¸»<無選択型意思決定={zいて1÷ータ連携や透明性|
不⼗分z製品�⾃動的{調達候補{¹排除さ¼まy2



ルールチェンジ提案の核⼼

Live more, Fish 
less/Smarter
⽔産資源~利⽤1管理1取引にzけ»情報~⾮対称性をゼロにし1⽔産業界~競争~軸を<コ

¹øと⽣産量={ら<データの信頼性と⽣態系の健全性=へと·フøさせます2

ニッ¹イ�⿂~⽣産者{ら1<⽣態系~健全性と÷ータ信頼性という新しい経済価値を創出

し1そ¼を取引す»場を提供す»=ビ¸ネ¹へと昇華します2



Aqua Intelligence Network (AIN)
顧客価値交換·共創の場の創造

養殖⽣産者{らサ÷ùイôー1研究者1⾦融機関1⼤規模バイôー{⾄るまw1⽔産資源{関わるyべvのスöー¿ホûÀー|参加yる1÷ー¿駆動型のÀýー

バûzエコシスöム/マーÁッø÷üイスwy2

透明性の保証

úアû¿イムz⽣物·環境÷ー¿{基uいた1⿂種

ごxのÀýーバûz<持続可能性指標=x<価格予

測イン÷ッ¿ス=を提供wまy2

エコシスöム構築

従来の<⽔産物市場=(üッùオーシóン)の中{1
⾼い参⼊障壁を持t<÷ー¿の信頼性市場=(öû
ーオーシóン)を創出wまy2

þンúニア成⻑

ýッøワー¿効果を通xv1参加者数の増加以上の

⾮線形z成⻑を達成w1競合|追随w}zい優位性

を確⽴wまy2



デ¸タル時代のビ¸ネ¹モデル

事業者の変⾰

株式会社ûッス´�1²úログな⽔産物も売る<ソ

フø¶·ア企業=および<⽣物÷ータ実験企業=へ

と変⾰します2

場の価値

⽣態系~健全性1⿂~健康度1遺伝情報~最適化1

サステúビúテ³指標~ú²ûタ´ムなトùッキン

グと認証を提供し1取引~信頼性そ~も~を向上さ

せます2



ステークホルダーの構造

価値提供者

養殖⽣産者(ニッ¹イを含む)

選抜育種技術企業

飼料·設備サプùイヤー

環境センサーベンÀー

漁業監視団体

AINプùッøフォーム
÷ー¿収集、分析、インöú¸ェン¹⽣成、×引

の場を提供

価値享Ø者

グローバû⼤規模バイヤー

⾦融機関(ESG投資家)

持続可能性重視の⼩売業者

最終消費者



5種類の顧客価値

交換価値

資源·価格úス¿の低減、プüÿアĀ価格wの

調達保証

知覚価値

データ{裏打ちさ¼た最⾼品質の保証

使⽤価値

資源データのAPI統合{よ»調達の⾃動化

体験価値

AINを通じた調達プýセスへの参加x共創

共感価値

Àýーバûz⽣態系保全への貢献xESG評価向上



価値変換のñカニズð

ニッ¹´|保有する選抜育種技術や養殖プロø³ûを÷ータ化し1AINの³²²û´úºムxしv提供します2ú²û²»ッøを実験環境xしv活⽤し1÷ータ
{¹洞察x解決策を⽣成します2

÷ータ収集

遺伝情報1成⻑率1健康状態1飼料効率1環境

÷ータをú²ûタ´ムw収集

分析·予測

AIに¸る収穫量予測1健康予測1調達最適化の
推奨を⽣成

´ンöú¸ェン¹提供

顧客の意思決定を⽀援する予測モ÷ûx選択肢

を提⽰

フ³ーùバック

取引結果x実績÷ータを収集し1²û´úºムを

継続的に改善



収益モデルの多次元化

従来モデルの限界

⿂xいう<モノ=の売買代⾦(øùン¶¿·ョン収益)に依存し1市場価格のボ
ùö³úö³に利益が左右さ¼»構造wした2

AINの収益構造
÷ータµö¹¿ú÷·ョン料⾦1取引⼿数料1´ンöú¸ェン¹API利⽤料1
÷レÿ²Ā認証µービ¹料によº1安定したúカーúンÀ収益を確保します2

40%
µö¹¿ú÷·ョン

⽉額/年額利⽤料によ»安定収益

30%
取引⼿数料

÷ータ取引成⽴時の⼿数料

30%
÷レÿ²Ā価格

物理的商品への付加価値収益



ネッøワーク効果の設計
クロスサイù·ネッøワーク効果

AIN~成⻑モ÷ル�1⼆t~主要z顧客グループ間~相互作⽤{よsv駆動さ¼ます2

価値享受者~増加

⼤規模バイヤーや⾦融機関|増え»ほy1÷

ータ提供者~収益機会|拡⼤し1プラッøフ

ォームへ~参加|促進さ¼ます2

÷ータ品質~向上

価値提供者|増え1⽣態系÷ータ~量x質

|向上す»ほy1場~価値(予測精度1透
明性)|⾼まºます2

⾮線形成⻑

参加者数~線形z増加を超え»⾮線形z成⻑

を達成し1競合|追随w}zい参⼊障壁を構

築します2



コールùスターø問題の克服

01

ú²û²セッø~活⽤

ニッス´|⻑年培sて}た<選抜育種=や<完全養殖=技術{¹得¹れた⾮公

開~⾼品質÷ータを1初期~場~価値としてAINに先⾏投⼊します2

02

初期採⽤者~獲得

<ú²û²セッøに裏打ちされた÷ータ優位性=に¸º1先端バ´ヤーやESG
投資家といsた⾰新者/初期採⽤者層を強⼒に惹}tけます2

03

転換点到達

⾼付加価値⿂種(öú1サーモン)~÷ータ標準{¹確⽴し1初期に⾼いWTPと
ネッøワーク効果を獲得します2

04

市場拡⼤

転換点到達後�1こ~標準をコモ÷³ö³⿂種や他~⽔産資源へと拡⼤し1業

界全体~´ンõùとして~地位を確⽴します2



ロールモデルとの⽐較

企業 ビ¸ネ¹モデル AINとの関係

FishPool(ノû¶·ー) µーモン価格~⾦融先物取引所 AIN�価格透明性に加え1資源~健全性/µ¹öúビúö³
~透明性を提供し1上位ü´ヤー~プùッøフォームxし

v機能

ScaleAQ(ノû¶·ー) 養殖技術1»ンµー1⾃動給餌·¹öム提供 AIN~<価値提供者=xしv位置uけ1技術を場~´ンフù
xしv統合

Xelect(¹³ッøùンù) ⿂~遺伝⼦選抜1育種管理ソフø¶·² ûッ¹´~選抜育種ú²û²»ッøx組�合わせ1AIN~
³²²û´úºムを構築

AIN�1こ¼ら~先端技術を組�合わせ1実証す»ため~<ú²û²»ッø=xいう<場=を提供wき»点w1÷¸タû純粋企業に対しv競争優位性を持ち~
す2



競争優位性の源泉

1
÷ータ優位性

何⼗年もの歳⽉と膨⼤z⽣物学的実験を要す»⾮公開の遺伝情報と養殖プロøコû

2
実⾏⼒の保証

垂直統合さ¼たサプù´チェーンと全温度帯物流{よ»<ú²û世界の信頼性=

3
共感価値の基盤

サスöナビúö³へのコミッøメンø{よ»透明zESG÷ータの提供



リスクと緩和策

1

コーûù¹ターøの失敗

リスク: ûッ¹´以外の養殖⽣産者|÷ータ提
供者xしv⼗分{参àしzい場合1´ンöú¸

ェン¹の質|向上{z1ネッøワーク効果|起

動しzい2

緩和策: ÷ータ提供者への⾦銭的´ンセンö³
öを強化し1提供÷ータ|即座{⽣産効率向上

{õ³ーùðックさ¼»価値サ´クûを設計2

2

規制ú¹ク

リスク: AINの指標や÷ータ標準|国際的z規
制当局や環境団体{認め¹¼zい場合1場の信

頼性|失わ¼»2

緩和策: サービ¹開始初期{¹国際機関やNGO
をñーøúーxしv招待し1指標の策定{参画

さ{»2

3

組織的変⾰抵抗

リスク: 既存の成ß体験を持つ幹部層|1<⿂を
売»={¹<÷ータを売»/場を運営y»=x
いう²´÷ンö³ö³の転換{抵抗y»2

緩和策: AIN事業を既存組織{¹切º離し1⾼
速z実験⽂化を持つ独⽴した組織構造w⽴ち上

げ»2



実⾏ロードマップ

1

õェーº1(0-6ヶ⽉)
AIN÷ùッøõォームのMVP開発、ûッ¹´の選抜育種÷
ータの÷¸タû化、初期ñーøúー(先端ð´ヤー、ESG

投資家)の獲得

2

õェーº2(6-18ヶ⽉)
⾼付加価値⿂種(öú、サーモン)wの÷ータ標準確⽴、外

部養殖⽣産者の参加促進、API連携の拡充

3

õェーº3(18-36ヶ⽉)
転換点到達、コモ÷³ö³⿂種への拡⼤、国際標準化団体

xの連携、⾦融商品の開発

4

õェーº4(36ヶ⽉以降)
業界´ンõùxしvの地位確⽴、グローðû展開、ノンú

û²成⻑の加速



経営層への変⾰ñッセージ

貴社�今1⽔産業界~未来²決定y»岐路{⽴たさ¼vいまy2

ゲーðチェンジャーの道

従来~<⿂~品質x量1コ¹ø効率=w勝負y»道2こ~先{�1÷¸タû

破壊者{¸»þー¸ン~収奪xコò÷³ö³化xいう終焉|待svいまy2

ルールチェンジャーの道

ú²û²セッø²÷ータ~信頼性xいう新wい経済~基盤へx変換w1業界

~ûーûそ~²~²書}換え»道2AIN²通xv⾮連続的z成⻑²実現wま
y2

貴社~強⼤zú²û²セッø�1単z»コ¹øセンターw�あºませ³2こ¼¹�1÷¸タû純粋企業|決wv構築w}zい1Aqua Intelligence Network 
(AIN)xいう新たz<場=~コーûù¹ターø²克服w1ネッøワーク効果{¸»⾮連続的z成⻑²実現y»た±~1戦略的z<üバüッ¸ý´ンø=wy2

Think Big, Start Small, Scale Fast
企業⼈xwv1こ¼�<出来»1出来zい=~話w�あºませ³2企業xwv<やるか、やらないか=~話wy2AIN~創設�1貴社²üッùオー·óンw~激
wい競争{¹解放w1ネッøワーク効果{¸sv守¹¼た1⾼い参⼊障壁²持t<ブûーオー·óン=へx導く唯⼀~道筋wy2


